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第６２回通常総代会議案

第１号議案　　令和４年度事業報告書、財産目録、損益計算書、貸借対照表、
剰余金処分案承認の件

第２号議案　　令和５年度役員補選の件

第３号議案　　令和５年度事業計画、令和５年度収支予算案承認の件

第４号議案　　令和５年度賦課金、手数料の額、徴収時期及び徴収方法決定　　の件　
原案　◎賦課金の額（別紙１）
◎手数料の額（別紙２）
　　　　　　　　　　　
第５号議案　　令和５年度役員報酬額上限決定の件
原案　１,０００万円

第６号議案　　令和５年度新規加入金額決定の件
原案　１組合員　５０,０００円

第７号議案　　令和５年度借入金最高限度額決定の件
原案　最高限度１億円以内
但し、転貸資金についてはこの限りではない。

第８号議案　　令和５年度組合員に対する貸付金額及び債務保証額決定の件
原案　貸付金額及び債務保証額とも出資金の１０倍以内
但し、転貸資金についてはこの限りではない。

第９号議案　　令和５年度余裕金取引先銀行決定の件
原案　みずほ銀行　上野支店












































（第１号議案）
令和４年度事業報告
１　事業概要
（１）一般経済
令和元年１２月、中国武漢市が発生源とされる「新型コロナウイルス」は、重症化率が高いデルタ株や感染力は強いものの弱毒性のオミクロン株などに変異しながら全世界に感染を広げたが、「新型コロナウイルス」発症から３年を経過し、「ワクチン」接種の増加などにより、「新型コロナウイルス」と社会経済活動との共生を図る動きが加速してきている。
「新型コロナ感染症」が及ぼす世界経済へのダメージの回復に向け、世界経済が動き出したものの、令和４年２月に突然ロシアのウクライナへの軍事侵攻が始まり、双方多くの犠牲者を出し悲惨な状況が続いているが未だに停戦・終戦への道筋が描けていない。
ロシア・ウクライナの長引く戦争により、石油等エネルギー・穀物・肥料などの国際価格が上昇し、社会生活・経済基盤を成す基礎的原材料価格の高騰が継続しており、この状況がいつ落ち着くかどうか見通すことは困難な状況と論調されている。
我が国においても、「新型コロナ感染症」による行動制限も徐々に緩和され、３月１３日にはマスク着用ルールの緩和、５月８日からは指定感染症２類であった「新型コロナウイルス」が「季節性インフルエンザ」並みの５類相当に位置づけが変わり、コロナとの共存社会へ移行することが決定している。
こうしたことを背景に水際対策の大幅緩和などが進められ、令和４年（２０２２年）の訪日外国人はコロナ以前の令和元年（２０１９年）比で１０％程度まで回復（令和元年３，１８８万人⇒令和４年３８３万人）し、さらなる経済活性化や訪日外国人の増加による「インバウンド需要」への期待が高まってきている。
一方で、我が国は、多くの資源を外国に委ねているため、輸入原材料価格や為替の動向が製品製造価格等に敏感に影響することからあらゆる製品が値上がりしており、このことが消費者の購買意欲を失わせ兼ねないため、物価高に対応すべき今春の賃上げの動向が注目されている。

（２）菓子業界の現状
令和４年のお菓子の全体の生産数量は、１，９５９千トン、（対前年比＋４１千トン１０２．１％）で生産金額は２５，２８５億円（対前年比１０４．２％）となり、コロナ禍以前の水準に戻らなかったものの、いずれも前年を上回った。
ジャンル別にみると、生産数量・生産金額・小売金額ともに対前年を上回ったのは、「飴菓子」、「小麦粉せんべい」、「和生菓子」、「洋生菓子」、「油菓子」であり、一方、「チョコレート」、「ビスケット」、「スナック菓子」は、生産数量は前年を下回ったものの、生産金額、小売金額は前年を上回った。
「チューインガム」、「米菓」は、生産数量、生産金額ともに前年を下回った。

（３）米菓業界の現状
ア）米菓の生産数量（令和４年）
米菓の生産数量は、令和４年２月に米菓生産数量の大きなシェアを占める新潟三幸製菓（株）荒川工場で火災事故が発生した。
三幸製菓（株）は、全工場の安全点検等を実施するため長期の操業停止を行ったことにより、国内米菓市場が大きく縮小する懸念が生じた。
このため、米菓市場の縮小を極力回避するため各事業者がフル増産に努めた結果、令和４年の生産数量は前年よりやや減少の２１３千トンにとどまることができた。（令和４年２１５千トン、▲２千トン、前年比９９．０％）
生産金額は、人流が戻ってきたことにより、お土産店、コンビニ、デパート向けや高級製品の販売が前年に比べ好調であったことや一部企業で生産資材のコスト増による値上げを行ったものの、物価高騰の中、スーパー・ドラックストア向けの低価格帯の需要が依然として根強く、全体としては前年を下回る２，７２０億円となった。（令和３年２，８３２億円、▲９６．０％）。
あられ・おせんべい別にみると、あられの生産数量は９４千トンでほぼ前年同（前年比９９．８％）であったが、生産金額は前年を下回る１,３５９億円（令和３年１，４０８億円、▲４９億円：前年比９６．６％）となった。
「せんべい」の生産数量は、前年をやや下回った１１９千トン（令和３年１２１千トン、▲２千トン：前年比９８.４％）であったが、生産金額は前年を大きく下回る１,３６１億円（令和３年１,４３０億円、▲６１億円：前年比９５．２％）となった。

　イ）米菓の輸出入数量（令和４	年）
米菓の輸出数量は４，５２３トン（令和３年５，１４１トン：前年比８８％）で、輸出先国の順位は前年と変わらずに１位は米国、２位が台湾、３位が香港となっている。なお、輸出数量が大きく減少したのは、国内市場確保を優先したものであると思われる。
輸入数量は前年より大きく減少し、５，２４２トン（令和３年７，９７１トン：前年比６６％）となった。輸入先国は中国がトップで約７割を占めている。

（４）原料米事情
ア）一般米（主食用米）
米菓の国産原料米価格の動向に影響を与える主食用米については、令和３・４年産米において、我が国一の米の生産数量を誇る新潟県並みの転作（（生産数量約５０万トン）が行われたたことにより、これまでの過剰感が払拭され、現在流通している令和４年産主食用米の販売価格は、令和５年２月で消費税込み１３，８６７円/60kgと前年産同月比（３年産１２，８０４円/60㎏）で１，０６３円/60kg上昇している。
国は、引き続き主食用米の需給均衡を図るため、令和５年産主食用米の生産数量を令和４年産米実績（６７０万トン）並みの６６９万トンを生産目標数量として定め、また、同時に転作を推進するため、令和４年度に引き続き、令和５年度予算において１１０億円を確保（水田リノベーション事業）し、転作作物である加工用米（１０ａ当たり２万円から３万円に増額）・新規需要米・高収益（園芸作物等）麦・大豆等への転作奨励に努めている。
３・４年産米に係る各生産地の転作の取り組み実績や国の転作作物への生産奨励措置により、各生産地における令和５年産米の作付け動向（転作作物の営農計画を含む）は、令和４年産米を踏襲したものになっている。

イ）特定米穀
令和４年産特定米穀は、米どころ新潟・秋田等の生産地が豪雨等により精米歩留まりが低下し、また、コロナ禍で外食需要が回復途中ということもあって、比較的品質の良い「中米」が業務用需要に回らなかった模様であるが、後述するＭＡ米の値上がりによって、加工用途需要に特定米穀が戻ってきている模様。

ウ）加工用米
令和４年産加工用米生産量は２７６千トンと、令和３年産の２６２千トンに比べ１４千トン増加した。
この背景には、生産地における転作強化のため取り組み意欲の醸成を促す国の予算「水田リノベーション事業」（加工用米１０ａ当たり２万円から３万円に増加）が大きく影響した。

エ）令和４年産全国米菓工業組合の共同購入数量
令和４年産全国米菓工業組合の共同購入数量は、加工用うるち米は１,７９２トン（令和３年産米１,７３７トン：１０３．１％）、加工用もち米は４,２７６トン（令和３年産米４，７７９トン：８９．５％）合計６,０６８トン（令和３年産米　　　６，５１６トン：９３．１％）を契約した。
1. 令和４年産加工用うるち米
Ⅰ）４年産加工用うるち米の状況
加工用米は生産年の６月に契約する播種前契約であるため、その販売価格は前年産米である令和３年産米の主食用米の販売価格動向に大きく左右される仕組みとなっている。
令和３年産主食用米はコロナ禍で需要が年間１０万トン減少する中で令和２年産米をベースに２５万トンを上回る転作が必要な過剰な需給環境にあり、年間を通じた平均販売価格は１２，８０４円/60㎏と前年の令和２年産米１４，５２９円/60㎏に比し、１，７２５円/60㎏の大幅下落となった。
こうした令和３年産米の主食用米の需給環境を受け、主要産地は令和４年産加工用米の販売促進のアプローチを直接大手企業に行う必要がより高まったものの、共同購入に係る取引価格の優位性もあって令和４年産加工用米の契約数量は前年産米よりも若干増加した。
Ⅱ）購入価格
　　　　共同購入は平成２２年産米から取り組んできたが、令和４年産米の購入価格は需給状況を反映し、平成２２・２３年産米に次ぐ低価格（置場全銘柄玄米加重平均消費税抜き約７，０００円/60kg）で契約した。

➁４年産加工用もち米
　　　Ⅰ）４年産加工用もち米の状況
もち米は生産規模も小さく、販売価格動向如何により生産者の作付け意欲も大きく変わるため、全国米菓工業組合の共同購入に係る主力産地である秋田県大潟村（利活用秋田）とは、これまで加工用もち米の安定生産・安定購入を旨とし、協議・調整を図ってきている。
秋田県大潟村に次ぐ供給先であるホクレンについては、生産地の安定生産・購入企業の安定仕入れを旨とし令和２年産米から令和４年産米までの３年間の複数年契約を締結してきた。
大潟村の加工用もち米にあっては、加工用うるち米と同様、他の産地との直接取引が増加したこと等により令和４年産米の契約数量は、前年産米の契約数量を大きく下回った。
また、大潟村の加工用もち米は、大雨による作況調整が必要になり、うるち米と同様に購入数量の多い企業の協力を得て、小規模業者への減量を回避した。
Ⅱ）購入価格
[bookmark: _Hlk129697396]秋田県大潟村（利活用秋田）は令和３年産米の購入価格より１，０００円/60㎏引き下げの９，０００円/60㎏に、ホクレン分については、令和４年産米から令和６年産米複数年契約基準価格は、１１,２００円/60kgのところ、令和４年産米は３００円/60㎏引き下げの１０，９００円/60㎏で契約した。

　　オ）一般もち米
主食用もち米の販売価格は、令和３年産米と同価格で基準価格が設定された。

カ）ＭＡ米
0. 米国産うるち精米
　　契約数量・契約価格
米国産うるち精米の購入数量は、特定米穀の発生数量如何により増減するのが特徴であるとともに、原料・原産地表示制度の導入により、米国産うるち精米を恒常的に使用した製品アイテムがある企業は、一定数量を安定的に購入することが必要である。
こうしたＭＡ米をめぐる原料事情の中で、近年、米国産加州米は干ばつの影響で大幅に減収したことに加え、為替が円安に移行したこともあって、令和４年４～６月期の購入価格（入札価格）は、国内産米並みの１７７円/精米㎏と大きく値を上げた。
このため、令和４年産国産原料米（特定米穀を含む）価格との価格差が縮小したことや安価な国産米が比較的購入し易い需給環境もあって、ＭＡ米の需要は大きく減少した。　　
令和４年の共同購入に係る米国産うるち精米の購入数量は、１，４４０精米トンと、最も購入数量の多かった平成３０年度受渡し分である４,８６１トンの３割まで減少した。

Ⅱ）購入価格
令和４年の購入分については、前述のとおりＦ０Ｂ価格、為替の円高により、前年は１２０円/精米１㎏台だった購入価格が、令和４年（１～３月期）に入り２０円/精米１㎏も値上がりし、次いでの入札（４～６月期）では１７７円/精米１㎏と前年に比べ約５０円/精米１㎏もの大幅な値上げとなった。
この大幅な値上げ決定（入札実施日令和４年３月２２日）を踏まえ、全国米菓工業組合は４月２７日に同じくＭＡ米の需要者団体である全国穀類工業協同組合と共に農水省に出向き、ＭＡ米等原料米に関する意見交換を実施した。
米国産うるち精米は、Ｆ０Ｂ価格のさらなる上昇と円安も加わり、これらの指標だけを捉えれば国の販売価格の引き下げは考えにくいところ、次の７～９月期は、１５３円/精米㎏に引き下げられ、次回の１０～１２月期以降、令和５年１～３月期及び４～６月期の１年間に亘り、販売価格は１５３円/精米㎏と同一価格となっている。
いずれにしても、米国産うるち精米は貴重な米菓原料米であり、安定した価格での供給が必要であることに変わりはなく、米国産加州米の生産動向とともに今後の国の販売価格動向を注視していく。

0. タイ産もち精米
タイ産もち精米は近年、年間１.０～１.５千トンを契約してきている。
購入価格は、干ばつ等の影響から一時期（令和２年４～１１月）１５３～１７０円/精米１㎏と急騰し、その後落ち着いたものの、円安もあって今は１３８円/精米１㎏となっている。
　　　（注）タイもち精米は国内在庫を持たずに、需要者の購入数量に合わせ買付契約するため、見積もり合わせの実施月は購入期（年間３回）の凡そ半年前に実施される。

　　キ）「原料米調達委員会会報」による情報提供　　　
コロナ禍の中、委員一同を介しての「原料米調達委員会」（委員長：岩塚製菓(株)小林晴仁氏）の開催に至らなかったが、原料米に関する情報は極めて重要であるため、委員会を代表して岩塚製菓(株)小林委員長、亀田製菓(株)吉沢委員２名による役所との意見交換を実施し、その情報等を以下の原料米に関する「原料米調達委員会会報」として各組合員に提供した。
なお、令和４産米については需給緩和基調下、国の基本指針・加工用米関連予算
　　など、原料調達に関する大きな制度変更等がなかったため、原料米全体を網羅した意見交換の概要版を記した。
　　　また、令和５年産共同購入の申し込みに際し、購入戦略の一助となるよう需給動向等について組合員に情報を提供した。

　　〇農水省との意見交換会　令和４年９月２７日（火）
　　　〇「令和４年度原料米調達委員会会報」による情報提供
　　　・第３２号　令和４年１０月４日
　　　　「令和４年産米の需給状況」等について

（６）米菓の需要拡大
①米菓需要喚起事業（米菓まつり）
米菓需要喚起事業は「教育・研修委員会」において、費用対効果を見極めながら、より需要喚起につながる事業運営の在り方を検討してきた。
コロナ禍以前の委員会の検討方向は、次代を担う子供たちにも米菓の作り方などをより分かり易くした「絵コンテ」を企画会社に依頼し、この原案をベースに米菓需要喚起のＰＲ材料を検討することとされていた。
コロナ禍でその後、委員会の開催は見送っているが、「組合ホームページ」のリニューアル版で米菓作りの過程の一部を動画化しているので、一部の委員からは「この動画で十分でないかと」の声も聞かれており、引き続きそのあり方等について検討していくことにした。
➁ 菓子需要喚起対策事業
「全日本菓子協会」が中心となって取組んだ「菓子需要喚起対策事業（子供からの菓子に関する作文コンテスト等）」に積極的に参画し、米菓の需要拡大に向けた取組を行った。

0. 「渡辺和代キッズカップ囲碁大会」への協賛
棋界の発展と徳育の観点からキッズ棋士１５０人余が優勝の栄冠を競う「渡辺和代キッズカップ囲碁大会」（元農林水産事務次官、現新潟食料農業大学渡辺好明学長の奥様主催：公益財団法人日本棋院後援）に、亀田製菓（株）・岩塚製菓（株）・全国米菓工業組合が協賛しており、令和５年３月２５日「第１２回渡辺和代キッズカップ囲碁大会」が開催された。
この囲碁大会の歴代優勝者には、１２歳の最年少で２段を取得し、令和５年２月に史上最年少（１３歳１１か月）で女流棋聖のタイトルを獲得し、度々マスコミに取り上げられる天才プロ棋士「仲邑菫」さんがいる。
　　
0. 組合「ホームページ」の利活用
栗山理事長主導の下、令和３年４月１４日立ち上げた「組合ホームページ」の内容とその目的は、
・一般消費者のみならず組合員相互間の理解を深めるため、組合員紹介ページに業種（米菓製造販売業者・生地専門製造業者・販売専門業者など）を明示すること。
・「工場見学」を受け入れている企業は見学可能日等を掲載し、工場見学希望の消費者等の利便に資すること。
・全国の直売店を一括して見てとれるサイトを構築し、企業の需要拡大の一助となること。
・イベントコーナーを設け、各組合員が行う米菓販促活動の紹介等を通じて米菓の需要喚起のツールとしての活用を期待すること。
・組合員専用ページ（組合員のみ閲覧可能）を設け、紙媒体によらない情報の発信をすること。
にあり、現在月３,０００程のアクセスがある。
需要喚起として期待しているイベントコーナーには、自社が行うイベントの掲載提供はチラホラであるが、多くの組合員は季節に応じた販促「イベント」を開催しているので、このコーナーの一層の活用を期待したい。
（７）新型コロナウイルスへの対応等
＜セーフティネット保証５号の業種指定＞
感染拡大の悪影響を緩和する観点から、中小企業への「融資等の影響緩和対策」（セーフティネット保証５号）を受けるには業種指定が必要であり、現在、新型コロナウイルスの影響は薄れつつあるものの、引き続き３か月単位でのセーフティネッ保証５号の対象業種となるよう小企業庁に対して継続して指定申請し、認定を受けている。

（８）新たな食品表示制度の対応
消費者の食品安全・安心に対する関心の高まりに対応し、安全性確保及び消費者の商品選択に資するよう食品表示制度等の見直しが随時行われてきている。
令和４年度の改正点は以下のとおりである。
 ＜アレルゲン表示の改正等＞
重篤な食品アレルギー症状を引き起こす特定義務表示原材料７品目（小麦・そば・落花生・卵・乳・えび・かに）に新たに「くるみ」が令和５年３月９日付けで追加された。表示の義務化は２年間の経過措置期間（令和７年３月３１日）が設けられているが、くるみを使用した製品製造業者には早期の表示実施が求められている。

（９）米菓の輸出戦略
農水省は、２０１９年の農産物・農産物加工品の輸出額約９,１２１億円を踏まえ、国の成長戦略の一つとして１０年後の２０３０年に５兆円の達成目標を掲げ、政府一丸となって、輸出先国の輸出障壁の解消努力や「ジェトロ」などの支援を通じ、新たな販路拡大に取り組む姿勢を打ち出している。
コロナ禍の中でも２０２１年の輸出額は１兆２，３８２億円に、２０２２年には１兆４，１４８億円（対前年比１４パーセント増、＋１，７６６億円）に伸長してきている。
そのうち、米菓は２０２１年５６億３千７百万円、２０２２年は５５億３百万円（対前年比▲２．４％、▲１億３千４百万円）となっている。
米菓は農水省の輸出重点２７品目の中に位置付けされ、これまでも米菓の輸出拡大に向け「グローバル委員会」において、農水省担当官を招き意見交換を実施してきている。
令和４年度は、１２月８日開催の「グローバル小委員会」（委員長：越後製菓(株)星野一郎会長、小委員会委員：岩塚製菓(株)事業戦略部国際課長長谷川勇太氏・越後製菓(株)会長星野一郎氏・森白製菓(株)社長森充広氏・(株)鳴海屋鳴海悠太氏以上４委員）に、農水省担当官、「全日本コメ・コメ関連食品輸出促進協議会（全米輸）」及び海外での米菓プロモーションの企画・運営会社であるＪＴＢの担当者を招き、令和５年１月１５～１７日に４社（小委員会メンバー４社）が出展・商談会等を行う北米「ラスベガス」及び「ロサンゼルス」での「米菓プロモーション」が円滑に運営できるようよう段取り等の共有を図った。

（１０）ブロック会議等の開催
ブロック会議は例年夏から秋にかけて、北海道・東北、関東、北陸・中部、近畿・西南の４ブロックに分けて開催してきたが、コロナ禍の中、ここ３年は開催を見合わせる流れになっていた。
こうした中で、新潟県米菓工業協同組合（星野一郎理事長：越後製菓（株）会長）が開催してきた「県内米菓企業社長会」の場に全国米菓工業組合執行部が集い意見交換をする機会を持つことができた。
開催は令和４年１０月１８日（火）ホテル日航新潟において「新潟米菓企業社長の皆様と全米工執行部との集い」と題し、新潟社長会側の参加者は亀田製菓（株）・三幸製菓（株）・岩塚製菓・（株）栗山製菓・（株）越後製菓・（株）ブルボン・浪花屋製菓（株）・さくら製菓（株）・（株）末広製菓・（株）新野屋の１０社の代表者が、　　　　
[bookmark: _Hlk130895823][bookmark: _Hlk98853058]執行部側は、栗山理事長、星野副理事長、新美副理事長、大砂副理事長、膝附会計理事、髙木専務が参加し、
ア）三幸製菓（株）佐藤元保ＣＥＯから工場再開等に関する現状等の説明・質疑応答
イ）新潟県内各企業の米菓製造・商品売り上げの現状の説明
ウ）各企業の労働力確保の現状等について説明
等意見交換を実施した。
この概要は組合ホームページ「組合員専用ページ」にアップしている。

　　　また、１０月２１日（金）には、北陸・中部ブロック担当の新美副理事長（名古屋竹新製菓（株）顧問）、ブロック長の川合誠一常任理事（富山日の出屋製菓産業（株）会長）及び主催愛知県渡邉肇理事（愛知県菊一あられ(株)社長）の計らいにより、３年ぶりに名古屋市「名鉄グランドホテル」を会場にブロック会議を開催することができた。
　　　参加者はブロック管内６県２３名、来賓１名（全農西日本）全米工（栗山理事長他２名）の２７名で米菓をめぐる事情、外国人特定技能関係等に関し、意見交換を実施した。
　　　懇親会では栗山理事長と初めて会談ができたなど久しぶりの面談なので話に花が咲いた。
　　　この会議の概要についても組合ホームページの「組合員専用ページ」にアップしている。
２　三幸製菓（株）火災事故関連
1. 三幸製菓（株）の対応について
令和４年２月１１日深夜、業界第２位の三幸製菓（株）荒川工場で従業員が６名お亡くなりになり、１名が負傷する火災事故が発生した。
佐藤元保ＣＥＯは事故の重大性に鑑み、ご遺族等へのお詫びとともに直ちに、３工場（荒川工場・新発田工場・新崎工場）における生産を停止し、関係行政当局の調査・捜査・指導等への全面協力と火災原因の究明のための外部専門家を交えた「荒川火災事故調査委員会（以下｛事故調査委員会｝という）」の立ち上げを表明し、すべての工場の安全性の総点検と設備改修が終えるまでの生産停止を決めた旨自社のホームページで公表（２月１３日第１報）した。
　以後、今般の火災事故の原因等や工場再開に向けての対応状況、防火対策・避難対策の改善措置等が明らかになった時点での顛末を自社のホームページに掲載し、情報の公開に努めてきた。
＜三幸製菓（株）のホームページでの情報公開＞
・令和４年２月１３日：荒川工場における火災発生についてのお詫び及び当社の対応について（第１報）　
・令和４年２月１４日：荒川工場における火災発生についてのお詫び及び当社の対応について（第２報）　
・令和４年２月１６日：荒川工場における火災発生についてのお詫び及び当社の対応について（第３報）　
・令和４年２月２５日：荒川工場における火災発生についてのお詫び及び当社の対応について（第４報）　
・令和４年４月２１日：生産再開に向けた取り組み状況について
　
・令和４年５月３１日：佐藤元保ＣＥＯは、１６時から「三幸製菓による再発防止策の実施及び計画内容について」の説明及び「三幸火災事故調査委員会から受領した調査報告（第1次報告）」を踏まえ記者会見を開催し、報道各社からの質問が出し尽くされるまで質疑に応答した。
　　　　　　　　　　　また、記者会見で用いた資料を翌日公開した。
・令和４年６月　1日：三幸製菓による再発防止策の実施及び計画内容について
・令和４年６月　1日：三幸火災事故調査委員会から受領した調査報告（第1次報告）について
・令和４年６月２４日：新崎工場、新発田工場の生産再開のお知らせ
・令和４年９月　１日：荒川工場の生産再開のお知らせ
・令和４年１２月１５日：荒川火災事故調査委員会からの調査報告書について
1. 火災の原因と再発防止策
1. 火災の原因
令和４年１２月１６日に総務省消防庁が、火災の原因について「乾燥機内に堆積した油分を含んだ煎餅カスが乾燥機及び焼釜から熱を受け、さらに、油分の酸化反応による酸化熱も加わったことで発火点に達し、出火原因となった可能性が高い」とし、延焼の要因は「天井に断熱のため吹き付けられた発砲ポリウレタンが延焼拡大要因となった可能性が最も高い」と公表した。
1. 再発防止策
令和４年１２月１５日に「事故調査委員会」委員長松原美之氏（東京理科大学理工学研究科国際火災科学専攻教授）は、基本的に同様の原因を認定するとともに、三幸製菓（株）が取り組んできた避難対策・発火対策・延焼対策・再発防止策を継続するための対策（体制・運用面）は、委員会が事故原因として指摘する項目を網羅していると評価した旨を公表した。

（３）全国米菓工業協同組合及び新潟県米菓工業協同組合の対応について
米菓業界全体にとって、業界第２位の三幸製菓（株）の火災事故がもたらす影響の大きさは計り知れないものがある。
このため、三幸製菓（株）、新潟県米菓工業協同組合及び全国米菓工業組合は、本事故に関する情報の共有とともに三幸製菓（株）の火災事故に関する都度の情報提供を組合員に行った。
また、今般の火災事故に関し、新潟県米菓工業協同組合は、消防庁・地元労働局・警察等など関係行政当局から所要の指導・要請等があればこれに適切に対処してきた。

1. 全国米菓工業組合・新潟県米菓組合の主な対応
0. 組合員への米菓の増産体制の協力要請等　
令和４年２月１７日付けにて、栗山理事長名による「米菓の供給体制維持に向けた増産を各社に要請するとともに改めて防火対策の点検・避難場所の確保に向け注意喚起」文書を発出（参考資料６）。
➁新潟県労働局の要請対応と全組合員の工場の安全点検の実施
新潟県労働局が新潟県米菓工業協同組合を通じで県内組合員に実施した「米菓製造工場における労働災害防止の徹底に係る緊急自主点検」に係るアンケートの調査内容に準じ、全国米菓工業組合は令和４年６月６日に、全組合員の所有工場（新潟県を除く）の安全管理の点検確認を行うよう要請した。（工場従業員の規模別に区分）
➂安全点検結果の報告
令和４年６月３０日に農林水産省へ「上記安全管理の点検結果」を報告するとともに７月１７日に各県米菓組合（組合員）に「安全管理の点検結果」をフイードバックした。

　➃情報の共有化と組合員への情報提供
・新潟県米菓工業協同組合は本事案の情報の共有化を図るため、適時に傘下組合員を集めた「全体会議」を開催し、三幸製菓（株）佐藤元保ＣＥＯから時点ごとの状況説明と質疑及び各社の取り組み状況等を把握した。（全国米菓工業組合も会議に参画）
・全国米菓工業組合は各県米菓組合（組合員）に対し、会議概要の情報提供及び三幸製菓（株）が公開する情報開示（自社ホームページ）の状況等を提供した。
　　
３　全国米菓工業組合創設６０周年記念式典の実施
全国米菓工業組合は、昭和３７年５月に各都道府県に支部を有する米菓業界の中央団体として誕生し、令和４年５月で創設６０周年を迎えた。
設立時は２，０００名を超える組合員も今や３００社を割ってしまった（令和５年３月末現在２９０社）が、地域性の高い家内工業的なプライベートブランドから脱し、機械化や流通革命によるナショナルブランド化に発展させ、米菓の生産額では２，７００億円を超え、菓子全体の生産額の１割強を占める産業に発展してきた。
６０周年を迎えるに当たり、日頃お世話になっている関係皆様を招き、感謝の気持ちを届ける記念式典の開催を模索したが、「新型コロナウイルス感染リスク」を回避するため、止むを得ず身内（役員・総代等）に限っての式典とした。
式典は、令和４年５月２３日（月）ＫＫＲホテル東京にて、第６１回通常総代会終了後の１５：００から執り行い、来賓として農林水産省平形雄策農産局長ほか担当補佐にお越しいただき、また、前理事長岩塚製菓（株）代表取締役社長槇春夫氏がお祝いに駆けつけてくれた。
先ず、栗山理事長の式辞で式典がスタートし、次に長年組合活動に尽力された役員６名の方々に農林水産大臣感謝状・農産局長感謝状が授与され、平形雄策農産局長から伝達された。
　　〇農林水産大臣感謝状受賞者
　　　・栗山敏昭理事長　（新潟県（株）栗山米菓社長）
　　　・誉田稔副理事長　（埼玉県　ホンダ製菓（株）会長）
　　　・新井和佳常任理事（埼玉県　新井製菓（株）社長）
　　〇農産局長感謝状受賞者
　　　・遠藤純民副理事長（大阪府　ぼんち（株）社長）
　　　・木村秀雄常任理事（東京都　王様製菓（株）社長）
　　　・渡邉　肇　　理事（愛知県　菊一あられ（株）社長）　　　　
感謝状伝達後に平形雄策農産局長からご祝辞を賜り、受賞者を代表して遠藤純民副理事長が謝辞を述べられつつがなく式典が終了し、懇親の席に移動した。

４　令和４年度の賦課金の取り扱い
年間の売上額（１億円）以上の企業は前年（1～12月）の売上額に応じて、０．０１２４％（平成２８年の「組合運営の在り方検討委員」において、従来の賦課金０．０１５％から引き下げ）を乗じた自主申告額を６月の上期と１２月の下期２回に分けて　　１/２ずつを賦課金として徴収させていただいている。
また、これまでの課金徴収の実行に当たっては、厳しい財政事情の下、平成３０年度に事務局員の削減による節約額３８０万円を、令和元年度の「Ｗ・Ｗ・Ｄ」の不用額　　　３２０万円を、またコロナ禍の令和２年度不用額７００万円及び令和３年度不用額８５０万円は、賦課金負担割合に応じて１２月の下期賦課金を減額して徴収し、組合員の賦課金の軽減と節税の観点から収支のバランスを図ってきた。
令和４年度についても、「新型コロナウイルス」への感染が周期的に拡大したため、ブロック会議や３委員会などの開催を見合わさざるを得ず、１１月時点の仮決算（法人税等の支払い見込み額を含む）不用額は約６５０万円と見込まれた。
この不用見込み額約６５０万円のうち、法人税等を減額した５５０万円については、業界第２位の三幸製菓（株）が３工場の操業を停止（製品販売開始は新崎・新発田工場は７月下旬に、荒川工場は１０月下旬）したことから、三幸製菓（株）に係る５年度の賦課金の減収が明らかになったので、次年度に持ち越し運用させていただくことにして、１２月の賦課金を減額しないことにさせていただいた。
（※不用見込み５５０万円の予算の運用は令和５年度予算の項で説明）　　

（１）国内産もち米関係
ア）令和４年産米における申込、契約等は次のとおり。
〇引取期限　　令和５年１０月３１日
〇販売価格　（１等、基準着地持込、６０kg、税別　※令和３年産と同額）
北海道（銘柄に関わらず）　１４,８００円　
　　新潟こがねもち　　　　　　１８,１００円
　　新潟わたぼうし　　　　　　１６,３００円
　　佐賀ヒヨクモチ　　　　　　１５,５００円
イ）令和４年産加工用もち米の共同購入契約数量・購入価格は次のとおり。
　　○契約数量
利活用秋田ほか　　　　 　 ３,３６３トン（令和３年産　４，０００トン）
ホクレン農業協同組合連合会   　９１３トン（令和３年産　　 ７７８トン）
　　　計　　　　　　   　４,２７６トン（令和３年産 　４,７７８トン）
○購入価格
利活用秋田　　　　　　　　　９,０００円/６０㎏（玄米、置場渡し）
　ホクレン　（複数年契約分）１０,９００円/６０㎏（玄米、関東着）

（２）国内産うるち米関係
令和４年産加工用うるち米の共同購入契約数量・購入価格は次のとおり。
　　　○契約数量　
稲敷農業協同組合ほか　１,７９２トン（令和３年産米１,７３７トン）
　　　○購入価格
購入産地加重平均　　　６,９３２円／６０kg（基準玄米、置場渡し）

（３）外国産米関係
　　　ア　米国産うるち精米の成約状況
	長期契約（受渡し期別）
	
	（数量：トン、価格：円/kg)

	年月
	R4.4～6
	R4.7～9
	R4.10～12
	R5.1～3
	R5.4～6

	数 量
	303
	596
	100
	118
	103

	価 格
	174.0
	149.9
	152.9
	152.9
	152.9



イ　タイ産もち精米の成約状況
	長期契約（受渡し期別）
	（数量：トン、価格：円/kg)

	年月
	R4.4～7
	R4.8～11
	R4.12～R5.3
	R5.4～7
	R5.8～11

	数 量
	472
	443
	638
	483
	688

	価 格
	98.3
	115.5
	122.3
	128.8
	137.7




５　米菓の生産量について
　　令和４年の米菓生産量は次のとおり。
　　　　　　　　　　　４　年　　　　（　　　３　年　　  ）　　　 前年比
　　　あ ら れ　   ９３,６７４トン　（　９３,８３６トン ）  　　９９.８％
　　　せんべい   １１８,８４５トン  （１２０,７５１トン ）　　  ９８.４％　
　　　　 計　　  ２１２,５１９トン  （２１４,５８７トン ）　 　 ９９.０％


６　米菓の輸出・輸入について
財務省の通関統計による米菓の輸出入数量は次のとおりである。
　　　　　　　　　　　４　年　　　　  (　　 ３　年　  ）　　　   前年比
[bookmark: _Hlk131429080]　　　輸出量　　　４,５２３トン　　（ ５,１４１トン ）　　　　８８.０％
　　　輸入量　　  ５,２４２トン　　（ ７,９７１トン ）　　 　 ６５.８％

７　生命共済制度について
	加入状況
	加入件数
	共済金額（円）
	共済掛金(円：月)

	R3.11.1～R4.10.31
	247
	878,000,000
	333,558

	R4.11.1～
	248
	874,000,000
	335,120

	前年比(％)
	100.4
	99.5
	100.5



 ８　庶　　務
　組合員数及び出資口数　　　　　
	
	組合員数
	口　　数

	令和４年３月末現在
	３００
	１２,３７６

	令和４年度増加
	０
	０

	令和４年度減少
	▲　　　１０
	▲　　１５

	令和５年３月末現在
	２９０
	１２,３６１



９　主要な行事　　　
（１）全国米菓工業組合主催の会議　
　　ア　理事会、監査会、執行部会、委員会等
　　（令和４年）
　　　　　４月１８日　　監査会
　　　　　４月２０日　　第１回執行部会、第1回理事会
　　　　　５月２３日　　第２回執行部会、第６１回通常総代会、６０周年記念式典
　　　　　７月１５日　　第３回執行部会
　　　　１０月１８日　　第４回執行部会及び新潟県米菓企業社長会との意見交換会
　　　　１２月２０日　　第1回グローバル小委員会（第一部農水省戦略的事業者の支援措置等、第二部ラスベガス・ロサンゼルスの米菓プロモーションの運営等意見交換）
　　（令和５年）
　　　　　１月１６日　　第５回執行部会

　イ　全国加工米需要者団体協議会（全国農業再生機構関連）
　　（令和４年）　
　　　　　５月３０日　　全国加工米需要者団体協議会総会
　　　　　９月２７日　　加工原料米をめぐる需要者団体と農水省との意見交換
　　（令和５年）
　　　　　１月３０日　　令和５年度農水省予算及び研修事業に関する意見交換

ウ　全国米菓青年会関係　
（令和４年）　
　　　　５日２３日　　青年会会計監査、役員会
　　　　７月　４日　　青年会総会
　（令和５年）
　　　　３月16～17日　春季研修事業（沖縄）

　　エ　国会議員関係
　　　　　９月　６日　　衆議院議員　泉田祐彦議員と意見交換

オ　その他
(令和４年)
　　４月１１日　　関東穀粉(株)と４年産加工用米契約に向けた打合せ
４月２１日　　日経新聞と最近の米菓業界事情に関する意見交換
　　４月２８日　　全農原材料課と加工原料米に関する意見交換
５月１７日　　木徳神糧(株)と意見交換
５月２４日　　商経アドバイスと意見交換
　　　　　　　ＪＡ佐賀と加工原料米に関する意見交換
　　５月２５日　　東京都菓子協会、全匡穀類工業組合と意見交換
　　５月２７日　　全餅工ともち米に関する意見交換
　　５月３１日　　全米販ともち米販売に関する打合せ
　　６月　１日　　米穀新聞と意見交換
　６月１５日　　大潟村利活用秋田、愛情米クラブと意見交換
　　６月２１日　　税理士法人コンサルトと打合せ
　　７月　４日　　商系アドバイスと意見交換
　　８月２５日　　森田長吉氏（森田あられ(株)）のお別れ会
　　９月　１日　　北海道もち米懇談会出席
９月１２日 　 亀田製菓(株)購買部長と原料米に関する意見交換
１１月１７日　　米産業懇話会出席
１１月２５日　　コンサルト樫木先生と打合せ
　１１月３０日　　受託事業体丸紅(株)と打合せ
　１２月　１日　　米産業懇話会講演会出席
　１２月１９日　　米産業懇話会講演会出席
　１２月２１日　　神明(株)と意見交換
　１２月２３日　　受託事業体（神明）と意見交換
　１２月２７日　　全農原材料課と加工原料米に関する意見交換
（令和５年）
　　　１月　４日　　首都圏お菓子ホールセラーズ新春賀例会
１月１７日　　東京生菓子商工新年会
　　〃　　　　全麦連と打合せ
１月２０日　　東京都火災共済代理所全体会議
１月２５日　　全農原材料課と意見交換
２月　６日　　ホクレン原材料課と加工用もち米に関する打合せ
２月１６日　　あわら農楽と加工用米打合せ
３月　６日　　米産業懇話会講演会出席
３月２０日　　コンサルト樫木先生と決算に向けた打合せ
３月２３日　　全農原材料課と原料米に関する意見交換
　　　　　　　　　　　　　　　　
（２）県米菓組合等との会議　
　（令和４年）
　　　　４月２１日　　愛知県米菓工業協同組合との打合せ
４月２２日　　新潟県米菓工業協同組合との打合せ
　　　　５月２４日　　東京都米菓工業協同組合総会
　　　　７月１５日　　新潟県米菓工業協同組合全体会議
　　　１０月２１日　　北陸中部ブロック会議
　（令和５年）
　　　　　１月２６日　　東京都米菓工業協同組合新年会
　　　
（３）農林水産省及び他省庁主催の会議　
　　（令和４年）
　　　　　４月２７日　　農水省農産局と政府米（ＭＡ米等）に関する意見交換
　　　　　５月１０日　　農水省農産企画課と政府米（ＭＡ米等）関係意見交換
　　　　　５月１１日　　農水省穀物課と水田リノベーション事業に関する打合せ
５月３０日　　農水省農産局と原料米調達委員会、加工米需要者団体協議会との意見交換
６月２３日　　栗山理事長農水省平形農産局長訪問
６月３０日　　農水省穀物課と安全点検に関する打合せ
７月　１日　　農水省農産企画課と米国産米の販売に関する意見交換
７月２０日　　関東農政局による政府米買受資格者監査
　　　　　９月２７日　　農水省農産局と米需給に関する意見交換
　　
（４）もち米需要者団体の会議　
　　（令和４年）
　　　　　６月２８日　　もち米協議会総会・第１回もち米協議会
　　　　１０月２０日　　第２回もち米協議会、第１回もち米需給安定委員会
（令和５年）
　　２月１７日　　第２回もち米需給安定委員会

（５）全日本コメ・コメ関連食品輸出促進協議会（全米輸）等の会議　
　　（令和４年）　
９月２６日　　米国向け米菓輸出プロモーション案打合せ
　１２月　７日　　中国向け輸出・製造企業登録制度についてのウェブセミナー
　（令和５年）
　　　２月２２日　　全米輸米国向け商談会に関する報告会

（６）関係団体主催の会議　
　　（令和４年）
５月３０日　　全日本菓子協会第１回政策委員会
　　　　　６月　６日　　全日本菓子協会第１回理事会
　　　　　６月１３日　　全日本菓子協会第２回理事会、総会
　　　　　７月２５日　　　　　　〃　　第２回政策委員会
　９月１３日　　　　　　〃　　第３回　〃　　　
１０月　３日　　外国人材対策特別委員会
１０月３１日　　　　　　〃　　第４回　〃
　　　　１１月　７日　　　　　　〃　　第３回理事会　
　　　　１２月　５日　　　　　　〃　　第５回政策委員会
（令和５年）　
１月１３日　　全日本菓子協会第６回政策委員会
　　　　　１月１８日　　　　　　〃　　第４回理事会、新年会
　　　　　３月３０日　　　　　　〃　　第７回政策委員会
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（参考資料６）
令和４年２月１７日
至急・重要　

　各県米菓組合事務局経由
　各県米菓組合理事長様（支部長様）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全国米菓工業組合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　栗山　敏昭

　　三幸製菓（株）荒川工場火災についての経過報告及び生産工場等の安全
　性確認の徹底並びに米菓生産体制の強化について
　
　おはようございます。去る１１日深夜発生した三幸製菓（株）荒川工場火災につきましては、６名の方々がお亡くなりになるなど大きな火災事故となり、全工場の安全性の確認等のため、三幸製菓（株）様は、全工場での操業を概ね３カ月停止されることを昨日（２月１６日）、自社ホームページ（別添）で公表されました。
　
ここに改めましてお亡くなりになられました方々のご冥福と三幸製菓（株）の一日も早い操業再開を祈念いたしますとともに、下記事項につきましてご対応方よろしくお願します。
　　
記
１　防火設備等の再点検　
ご承知のとおり、消防署は消防法に基づき、建物・工場所有者に対して、規模に応じて、基準に適応した消防・防火設備を整えることを私共企業に求めており、必要に応じて消防署担当者による予防査察（立ち入り検査）が実施されてきております。

　組合員企業の皆様は、日々、工場の安全管理は徹底されているものと思料しますが、改めて、火元責任者の配置や防火設備の点検・避難場所の確保など防火対策に遺漏のなきよう各組合員への徹底をお願いします。


２　三幸製菓（株）３カ月操業停止に伴う米菓の増産へのご協力依頼
　三幸製菓（株）様は、米菓業界第２の生産・販売を行ってきており、その販売網も多岐に亘っていると承知しております。

　その三幸製菓（株）様が３カ月の長きに亘り操業しないことは、米菓市場全体にとっても大きな影響を及ぼすこととなり、組合員の皆様で可能な限り、三幸製菓（株）様の減産分をカバーすることによって、米菓離れを避けることが必要と考えています。

　私ども新潟県内企業においても流通菓子卸などから、三幸製菓（株）様の代替品の注文が参っておりますが、到底三幸製菓（株）様の生産・販売能力に対応することは叶いません。

　この先、流通卸等から組合員の皆様にも、三幸製菓（株）様の代替品の供給要請が参るものと思いますので、米菓市場全体の維持のため、可能な生産増加体制を構築いただきご対応くださるようお願いします。

以上　



（第２号議案）
　令和５年度役員（理事）補選の件（案）

　（１）役員の任期と役員の指名
全国米菓工業組合における役員の任期は１期２年で次の改選期は、令和６年５月である。
また、役員は総代会において指名推薦により選出されることとされている。

（２）役員の辞任等
以下の役員２名について、任期満了を待たずに本年度の通常総代会をもって職を辞したい意向があるため、５月２２日開催の「第６２回通常総代会」において、後任役員（理事）についての指名推薦を得ることにしたい。
なお、併せ昨年７月にご逝去された福岡県米菓協同組合　森田長吉理事長（（株）森田あられ会長）の後任、森田恵子理事長（（株）森田あられ代表取締役社長）の全国米菓工業組合理事就任の手続きを執ることにしたい。
＜辞職に伴う理事補選＞
1 辞職：茨城県米菓協同組合理事長　「風見米菓（株）」風見　義孝氏
　　茨城県米菓工業協同組合は風見理事に代わる茨城県米菓工業協同組合理事長（在任期間の１年間）について、今春の茨城県米菓工業協同組合の総会（理事会）で藤川聡氏（吾作堂(株)）を新たな理事長に決定したことから、全国米菓工業組合の理事として推薦。
2 辞職：全国米菓協同組合専務理事　髙木幸夫
髙木専務理事は、令和５年１月１６日に開催した執行部会において、辞任願いを提示し、後任の理事には、全国米菓工業組合の主たる業務であるコメの売買に精通した者を選任する必要があるため、役所現役時代また全国米菓工業組合において米穀の売買業務経験豊富な現在事務局長の飯島正（事務局長歴約３年）を推薦したい旨を願い出て、本件の了承を得た。
　＜理事長交代による手続き＞
交代：福岡県米菓協同組合森田恵子理事長
前理事長(株)森田あられ代表森田長吉氏におかれては令和４年７月２１日にご逝去され、その後任に森田恵子氏が就任した。

＜５年度役員（補選を含む）＞
別紙のとおり。
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（第３号議案）
令和５年度　事業計画（案）

１　原料米の安定供給の確保について
米菓の主原料である米の安定供給は企業の生命線であり最も重要な課題でもあるため、令和５年度においても次の活動を行うこととする。

（１）加工用米について
令和５年産米に係る産地の動き等の情報や加工用米・ＭＡ米に関する価格動向等の分析を行うとともに、国が策定する「米の需給見通し」などの重要事項について、各企業の原料米仕入れ戦略の一助となるよう、引き続き「原料米調達委員会会報」を通じて情報の発信を行う。

（２）ＭＡ米について
ＭＡ米の安定的な取引が継続されるよう、ＭＡ米の購入を希望する企業への情報提供を行うなど必要な数量の確保に努める。

（３）国との意見交換等の実施
全国加工米需要者団体協議会及び「原料米調達委員会」と連携を図りながら、国内原料米の安定供給を確保するため、国に対して加工用米制度等の充実強化やМＡ米の適切な買受けのための意見交換等を実施し、必要な要請等を行う。

（４）情報の迅速な提供
「原料米問題、安全・安心に係る諸課題」など米菓業界を取り巻く情報を収集し「原料米調達委員会会報」とともに「あられ・おせんべいだより」、新たな組合ホームページの会員専用サイトの活用を通じて適時・適切に情報の提供を行う。

２　米菓の輸出について
農水省は農産物の生産力維持等の必要性から、農産物・農産物加工品の販売を諸外国に仕向けていくことを国の成長戦略の一つとして位置づけ、各種の支援措置を講じてきている。
米菓の輸出については輸出先国側の障壁等もあり飛躍的に増加する状況に至っていないが、米菓輸出の先駆者である企業を中心とした「グローバル委員会」の中で、米菓輸出の現状・課題・対応等につき議論を深め、農水省に対し必要な要望等を行いながら海外での販売が上向くよう取り組んでいく。
なお、農水省の輸出担当部局との意見交換や国の輸出拡大の補助金の「受け皿」である「全米輸」と引き続き連携し、参加会員とともに「全米輸」が行う輸出拡大のための各事業に積極的に参加していく。

３　米菓の需要拡大等
（１）需要喚起事業
「教育・研修委員会」において、費用・効果等を見極めながら「令和５年度の需要喚起事業」の運営について一定の結論を得られるように努める。また、組合ホームページを活用し販売促進を行う組合員のイベント情報を収集し、組合ホームページに掲載することによって、当該組合員の需要喚起の一助としたい。

（２）研修等
「教育・研修委員会」において、テーマを選定し、研修を行う。また、必要に応じ「青年会」とも連携して研修会を行う。

４　第２８回全国菓子大博覧会について
　菓子大博覧会は、過去１００年にわたり、お菓子の祭典として４年に１度、全国各地で開催される日本有数の伝統ある博覧会であり、第２７回が平成２９年４月２１日～５月１４日の２４日間、三重（伊勢市）で「お伊勢さん菓子博２０１７」の愛称で開催されたが以降開催できずにいた。
　実行役の菓子工業組合のリードの元、第２８回菓子大博覧会が令和７年５月３０日～６月１５日の１７日間、北海道旭川で開催することが決定し、今後開催地の自治体等と菓子博大博覧会の具体的な運営を検討していくことになる。
　現時点の大枠は、会　場：旭川市　旭川大雪アリーナ（地場産業振興センター）
　　　　　　　　　愛　称：「Smile Sweets Hokkaido」
　　　　　　　　　来場者：１５万人（目標）お伊勢菓子博（５８．４万人）
　　　　　　　　　事業費：３．９５億円　　　　〃　　　（１５．８６億円）
とコンパクトを重視したものとなっているが、名誉総裁賞（彬子女王）大臣賞等各賞への出品参加は執り行われる。
　全国米菓工業組合はこれまでも菓子博覧会に協賛等を行ってきており、全国菓子工業会の要請等に対応し、組合員への情報発信及び円滑な運営に努めていく。　　　　　

５　ブロック会議の開催
　ブロック会議の開催は、各ブロック長（主催県）と連携して開催の是非も含め意見調整を行う。

６　公益事業への協賛活動　
令和５年度第１３回「渡辺和代キッズカップ囲碁大会」（令和６年３月開催予定）へ協賛企業とともに引き続き協賛活動を行う。また、公益法人等の求めがあれば、あられ・おせんべいのＰＲ活動等に積極的に対応する。

６　新たな外国人受け入れ拡大
食品企業向けの外国人技能「特定１号」に関する情報の提供に努めていく。

７　食の安全・安心の取り組み
食の安全・安心のための消費者庁等の「食品表示制度改正」等について、情報提供に努める。

８　米菓企業の社会的信頼の向上について
今後とも、食品企業のコンプライアンスや信頼性向上自主行動計画等を通じて、米菓業界に対する消費者の信頼性の確保及び向上を図るための取り組みを行う。

９　健全な組合運営について
引き続き組合運営の経費節減に努めながら、団体機能のさらなる充実に努める。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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（第４号議案）

別紙　１

令和５年度　賦課金の額及び徴収方法（案）

　　　　　　　　　　　　　　　令和５年４月 １ 日
　　　　　　　　　　　　　　　令和６年３月３１日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全国米菓工業組合

本年度の賦課金は、下記によって徴収する。

　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　賦課金の総額
　　３１,６９１,０００円


２　徴収方法
　　上期分は６月３０日、下期分は１２月２０日


３　最高額負担組合員の賦課金上限額
　　年間の賦課金上限額は９００万円とする。
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[bookmark: _Hlk132282868]別 紙　２

　　　　　　令和５年度　手数料の額及び徴収時期（案）

１　手数料の額
　（１）旧自主流通もち米　　　　　　　　トン当たり　　２５０円
　
　（２）加工用米　　　　　　　　　　　　トン当たり　　５００円

　（３）МＡ米　　　　　　　　　　　　　トン当たり　　５００円

　（４）加工貿易もち米　　　　　　　　　トン当たり　　５００円

　（５）その他の米　　　　　　　　　　　トン当たり　　５００円


２　徴収時期
　　毎翌月末





image3.emf
摘 要 摘 要

Ⅰ

指 導 事 業 費

【

12,758,906

】 賦 課 金

29,530,350

指導事業対策費

1,553,758

教育・指導事業

賦 課 金

5,500,000

指 導 事 業 費

2,951,304

受 入 手 数 料

6,912,540

需要喚起事業（WWD)

238,750

預 金 利 息

2,617

教育情報事業費

1,601,066

雑 収 入

963,709

輸出拡大 事業

142,369

原料確保事業費

623,324

３委員会活動費

115,335

広 告 宣 伝 費

33,000

※ 仮受賦課金繰入

5,500,000

Ⅱ

一 般 管 理 費

【

29,213,794

】

役 員 報 酬

7,800,000

給 料 手 当

10,096,000

退職給与引当金繰入

6,080

法 定 福 利 費

2,044,904

福 利 厚 生 費

1,144,054

支 払 手 数 料

822,240

旅 費 交 通 費

647,480

通 信 費

545,035

図 書 費

67,296

印 刷 費

699,037

消 耗 品 費

199,490

慶 弔 費

291,445

地 代 家 賃

2,112,000

水 道 光 熱 費

290,265

金       額 金       額

損    益    計    算    書

   令和 ４ 年４月 １ 日から

   令和 ５ 年３月３１日まで (単位：円）

借               方 貸               方
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摘 要 摘 要

リ ー ス 料

1,595,962

租 税 公 課

8,400

関係団体負担金

818,000

雑 費

26,106

退 職 金

0

Ⅲ 法人税等充当額 【

374,700

】

Ⅳ 当 期 利 益 【

561,816

】

合 計 42,909,216 合 計 42,909,216

金       額 金       額



(単位：円）

借               方 貸               方
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摘 要 摘 要 金       額

［資産の部］ ［負債の部］

Ⅰ

流 動 資 産

【

172,332,414

】 Ⅰ

流 動 負 債

【

99,134,030

】

現 金

479,979

預 り 金

93,259,330

預 金

171,852,435

仮 受 賦 課 金

5,500,000

法人税等引当金

374,700

Ⅱ

固 定 負 債

【

2,828,000

】

退職給付引当金

2,828,000

Ⅱ

固 定 資 産

【

125,003

】

負債の部合計

[

101,962,030

]

1有形固定資産 （

3

）

備 品

3

2その他の固定資産 （

125,000

）

[資本の部]

保 証 金 120,000

Ⅰ

資　　本　　金

【

24,722,000

】

関係先出資金 5,000 出 資 金 24,722,000

Ⅱ

資 本 準 備 金

【

1,221,008

】

Ⅲ

法 定 準 備 金

【

13,184,000

】

Ⅳ　

組 合 積 立 金

【

26,587,400

】

特 別 積 立 金

26,587,400



Ⅴ 当期未処分利益 【

4,780,979

】

前期繰越利益

4,219,163

当 期 利 益

561,816

資本の部合計

[

70,495,387

]

合 計 172,457,417 合 計 172,457,417

貸    借    対    照    表

令和５年３月３１日 (単位：円）

金       額
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（参考資料）

（単位：円）

収　入

４年度予算額

A

４年度決算

B

差引増減

（B-A)

備　　考

賦課金 35,229,000 35,030,350 △ 198,650

受入手数料 5,500,000 6,912,540 1,412,540 原料米購入数量増

受取利息 3,000 2,217 △ 783

雑収入 1,000,000 963,709 △ 36,291

計 41,732,000 42,908,816 1,176,816

支　出

４年度予算額

A

４年度決算

B

差引増減

（B-A)

備　　考

【指導事業費】 【 12,535,000】【 12,758,906】【 223,906】

指導事業対策費 2,000,000 1,553,758 △ 446,242

指導事業費 3,000,000 2,951,304 △ 48,696

需要喚起事業（WWD）

3,000,000 238,750 △ 2,761,250 需要喚起事業実行見合わせ

教育情報事業 2,000,000 1,601,066 △ 398,934

輸出拡大事業 300,000 142,369 △ 157,631

原料確保事業 700,000 623,324 △ 76,676

3委員会活動費 1,500,000 115,335 △ 1,384,665 コロナ禍による活動縮小

広告宣伝費 35,000 33,000 △ 2,000

※仮受賦課金繰入 0 5,500,000 5,500,000 ５年度賦課金減少分対応

0

【一般管理費】 【 29,197,000】【 29,213,794】【 16,794】

役員報酬 7,800,000 7,800,000 0

給料手当 10,096,000 10,096,000 0

退職給付引当金繰入

0 6,080 6,080

法定福利費 2,100,000 2,044,904 △ 55,096

福利厚生費 1,200,000 1,144,054 △ 55,946

支払手数料 900,000 822,240 △ 77,760

旅費交通費 650,000 647,480 △ 2,520

通信費 550,000 545,035 △ 4,965

図書費 87,000 67,296 △ 19,704

印刷費 700,000 699,037 △ 963

消耗品費 200,000 199,490 △ 510

慶弔費 100,000 291,445 191,445

地代家賃 2,112,000 2,112,000 0

水道光熱費 255,000 290,265 35,265

リース料 1,577,000 1,595,962 18,962

租税公課 10,000 8,400 △ 1,600

関係団体負担金 830,000 818,000 △ 12,000

雑費　 30,000 26,106 △ 3,894

減価償却費 0.0

法人税充当額 374,700 374,700

当期利益 【 0】【 561,816】【 561,816】

合　　計 41,732,000 42,909,216 1,177,216

令和４年度予算と４年度決算対比
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Ⅰ  当 期 末 未 処 分 利 益

1

2

Ⅱ  剰 余 金 処 分 案

1

2

Ⅲ　次 期 繰 越 利 益

以上のとおりであります。

                                                                                                                                                                                                                                                          

栗山　敏昭 (新　潟)

星野　一郎 (新　潟)

新美 範恭 (名古屋)

遠藤 純民 (大　阪)

大砂 信行 (東　京)

髙木 幸夫 (員　外)

膝附 武男 (栃　木)

専務理事

会計理事

全　国　米　菓　工　業　組　合

理 事 長

副理事長

副理事長

副理事長

副理事長

特 別 積 立 金 479,000

合　   　　計 479,000

4,301,979

令和５年４月１７日

前 期 繰 越 利 益

4,219,163

合           計 4,780,979

利 益 準 備 金 0

剰  余  金  処  分  案

令 和 ４ 年 ４ 月  １  日 か ら

令 和  ５ 年 ３ 月 ３１ 日 ま で

（単位：円）

当 期 利 益 561,816
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（参考資料２）

令和 ４年 菓子生産数量・生産金額及び小売金額 推定

令和5年3月31日

全日本菓子協会　

生産数量 生産金額 小売金額 生産数量 生産金額 小売金額 生産数量 生産金額 小売金額

トン 億円 億円 トン 億円 億円 トン 億円 億円

飴菓子 143,000 1,760 2,360 141,700 1,750 2,330 155,000 1,970 2,530

前年比

81.5 87.1 84.9 99.1 99.4 98.7 109.4 112.6 108.6

構成比

7.5 7.4 7.3 7.4 7.2 7.1 7.9 7.8 7.4

チョコレート

243,870 3,870 5,470 244,110 3,900 5,520 240,692 3,998 5,750

前年比

97.9 97.2 97.2 100.1 100.8 100.9 98.6 102.5 104.2

構成比

12.9 16.3 17.0 12.7 16.1 16.7 12.3 15.8 16.7

チューインガム

19,000 510 755 18,950 510 755 17,870 480 710

前年比

81.5 81.0 81.2 99.7 100.0 100.0 94.3 94.1 94.0

構成比

1.0 2.2 2.3 1.0 2.1 2.3 0.9 1.9 2.1

せんべい 40,646 371 544 38,613 356 522 49,233 473 694

前年比

71.0 73.0 75.0 95.0 96.0 96.0 127.5 132.9 133.0

構成比

2.1 1.6 1.7 2.0 1.5 1.6 2.5 1.9 2.0

ビスケット 253,300 2,660 3,805 257,700 2,750 3,935 249,900 2,780 3,980

前年比

100.4 101.7 101.1 101.7 103.4 103.4 97.0 101.1 101.1

構成比

13.4 11.2 11.8 13.5 11.3 11.9 12.8 11.0 11.6

米菓 219,437 2,796 3,729 214,587 2,832 3,777 212,519 2,720 3,626

前年比

98.9 97.9 97.9 97.8 101.3 101.3 99.0 96.0 96.0

構成比

11.6 11.8 11.6 11.2 11.7 11.4 10.8 10.8 10.5

和生菓子 253,000 3,280 3,960 268,180 3,509 4,276 289,700 3,859 4,703

前年比

85.5 86.0 85.2 106.0 107.0 108.0 108.0 110.0 110.0

構成比

13.3 13.8 12.3 14.0 14.4 13.0 14.8 15.3 13.7

洋生菓子 175,832 2,970 3,740 184,624 3,119 3,927 190,162 3,212 4,084

前年比

91.0 90.0 90.0 105.0 105.0 105.0 103.0 103.0 104.0

構成比

9.3 12.5 11.6 9.6 12.8 11.9 9.7 12.7 11.9

スナック菓子

283,753 3,169 4,557 284,437 3,198 4,570 282,883 3,350 4,768

前年比

101.7 101.6 101.8 100.2 100.9 100.3 99.5 104.8 104.3

構成比

15.0 13.4 14.1 14.8 13.2 13.9 14.4 13.2 13.9

油菓子 56,066 343 506 54,103 331 493 54,428 333 521

前年比

98.0 98.0 100.0 96.5 96.5 97.4 100.6 100.6 105.7

構成比

3.0 1.4 1.6 2.8 1.4 1.5 2.8 1.3 1.5

その他 207,300 1,984 2,816 211,239 2,021 2,870 216,500 2,110 2,995

前年比

98.0 98.0 98.0 101.9 101.9 101.9 102.5 104.4 104.4

構成比

10.9 8.4 8.7 11.0 8.3 8.7 11.1 8.3 8.7

合　　計 1,895,204 23,713 32,242 1,918,243 24,276 32,975 1,958,887 25,285 34,361

前年比

94.0 94.0 94.0 101.2 102.4 102.3 102.1 104.2 104.2

構成比

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

【参考】

半生菓子の推定値 （全国半生菓子協会 調べ）

生産数量 生産金額 小売金額 生産数量 生産金額 小売金額 生産数量 生産金額 小売金額

トン 億円 億円 トン 億円 億円 トン 億円 億円

27,291 292 456 28,628 303 480 29,324 325 515

(前年比)

89.0 90.7 87.4 104.9 103.8 105.3 102.4 107.3 107.3

令和 ２年 令和 ３年 令和 ４年

令和 ２年 令和 ３年 令和 ４年
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（参考資料３）

米 菓 の 生 産 状 況

種別

　　　 　年次

月別

令和2年 令和3年 令和4年 対前年比 令和2年 令和3年 令和4年 対前年比 令和2年 令和3年 令和4年 対前年比

１月

7,234 6,772 6,084 89.8% 9,818 9,366 8,790 93.9% 17,052 16,138 14,874 92.2%

２月

7,451 7,178 7,154 99.7% 10,319 10,457 9,970 95.3% 17,770 17,635 17,124 97.1%

３月

8,529 8,657 8,697 100.5% 12,184 11,794 11,767 99.8% 20,713 20,451 20,464 100.1%

４月

8,332 7,666 7,448 97.2% 12,280 10,829 10,358 95.7% 20,612 18,495 17,806 96.3%

５月

7,366 7,385 7,443 100.8% 10,839 9,739 9,170 94.2% 18,205 17,124 16,613 97.0%

６月

7,743 7,658 7,605 99.3% 9,802 10,534 10,422 98.9% 17,545 18,192 18,027 99.1%

７月

7,727 8,290 8,333 100.5% 9,622 9,171 9,319 101.6% 17,349 17,461 17,652 101.1%

８月

7,072 7,423 7,549 101.7% 9,685 9,093 8,695 95.6% 16,757 16,516 16,244 98.4%

９月

7,418 8,198 7,746 94.5% 9,957 9,827 9,353 95.2% 17,375 18,025 17,099 94.9%

１０月

8,020 8,597 7,998 93.0% 10,125 9,740 9,557 98.1% 18,145 18,337 17,555 95.7%

１１月

8,157 7,760 8,725 112.4% 10,381 9,941 10,321 103.8% 18,538 17,701 19,046 107.6%

１２月

8,457 8,252 8,892 107.8% 10,919 10,260 11,123 108.4% 19,376 18,512 20,015 108.1%

合計

93,506 93,836 93,674 99.8% 125,931 120,751 118,845 98.4% 219,437 214,587 212,519 99.0%

あられ

せんべい

との 比率

42.6% 43.7% 44.1% 57.4% 56.3% 55.9%



全 国 米 菓 工 業 組 合

（単位  ：製品トン）

あ　　　　ら　　　　れ せ　　ん　　べ　　い 合　　　　　　　計


image11.emf
（参考資料４）

1905．90－100 ＦＯＢ＝本船渡し価格

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 合計

104,744 101,915 93,546 118,460 139,214 153,549 134,973 152,823 101,616 132,606 78,730 99,058 1,411,234

85,920 58,746 96,719 134,471 65,823 143,569 87,349 125,108 68,704 169,352 91,471 147,097 1,274,329

82% 58% 103% 114% 47% 94% 65% 82% 68% 128% 116% 148% 90%

1,125 1,152 1,102 1,164 1,168 1,169 1,227 1,203 1,354 1,288 1,287 1,214

82,920 81,384 77,474 105,605 90,501 100,773 96,315 69,879 88,118 90,253 99,919 139,586 1,122,727

51,310 94,482 74,817 72,189 40,411 79,417 81,436 69,662 80,874 78,624 103,010 118,925 945,157

62% 116% 97% 68% 45% 79% 85% 100% 92% 87% 103% 85% 84%

1,150 1,056 1,132 1,175 1,210 989 1,261 1,279 1,285 1,235 1,139 1,547

46,188 53,537 57,344 57,684 58,555 66,643 63,917 72,082 50,902 59,228 57,546 73,963 717,589

44,306 44,163 31,309 36,542 26,387 39,674 36,658 35,475 44,170 61,401 62,970 85,085 548,140

96% 82% 55% 63% 45% 60% 57% 49% 87% 104% 109% 115% 76%

1,329 1,093 1,159 1,196 1,341 1,224 1,398 1,357 1,357 1,356 1,416 1,356

14,870 23,326 19,357 17,903 17,743 16,539 16,986 15,755 24,120 19,339 26,104 21,000 233,042

19,828 24,082 8,708 11,484 14,324 11,778 16,750 14,170 19,590 15,674 17,950 18,283 192,621

133% 103% 45% 64% 81% 71% 99% 90% 81% 81% 69% 87% 83%

1,167 1,260 1,385 1,595 1,669 1,445 1,248 1,473 1,384 1,555 1,320 2,272

5,393 5,902 6,601 9,418 5,798 11,925 7,313 6,566 14,641 9,025 5,983 6,294 94,859

8,189 9,936 12,400 16,088 10,327 13,709 4,501 15,007 11,772 12,517 8,081 18,130 140,657

152% 168% 188% 171% 178% 115% 62% 229% 80% 139% 135% 288% 148%

1,306 1,306 1,273 1,322 1,447 1,380 1,800 1,256 1,197 1,399 1,560 1,452

58,577 183,889 139,124 214,094 86,241 115,211 130,708 97,480 100,176 129,843 186,854 119,662 1,561,859

112,649 129,019 110,261 116,921 96,167 137,709 118,165 112,262 75,783 149,269 106,019 157,984 1,422,208

192% 70% 79% 55% 112% 120% 90% 115% 76% 115% 57% 132% 91%

990 968 1,254 1,130 1,111 1,148 1,161 1,136 1,366 1,200 1,219 1,169

312,692 449,953 393,446 523,164 398,052 464,640 450,212 414,585 379,573 440,294 455,136 459,563 5,141,310

322,202 360,428 334,214 387,695 253,439 425,856 344,859 371,684 300,893 486,837 389,501 545,504 4,523,112

103% 80% 85% 74% 64% 92% 77% 90% 79% 111% 86% 119% 88%

1,117 1,065 1,178 1,178 1,211 1,124 1,239 1,224 1,335 1,272 1,257 1,339

対前年同期比

対前年同期比

そ

の

他

令和３年　数量ｋｇ

令和４年　数量ｋｇ

対前年同期比

単価　円

総

輸

出

数

量

令和３年　数量ｋｇ

令和４年　数量ｋｇ

対前年同期比

単価　円

シ

ン

ガ

ポ

ー

ル

令和３年　数量ｋｇ

令和４年　数量ｋｇ

対前年同期比

単価　円

大

韓

民

国

令和３年　数量ｋｇ

台

　

湾

令和３年　数量ｋｇ

令和４年　数量ｋｇ

対前年同期比

単価　円

香

　

港

令和３年　数量ｋｇ

単価　円

令和４年　数量ｋｇ

対前年同期比

令和４年　数量ｋｇ

令和４年　数量ｋｇ

単価　円

単価　円

米菓の輸出実績



全国米菓工業組合



ア

メ

リ

カ

令和３年　数量ｋｇ
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（参考資料５）

１９０５．９０－３１１、３２１ ＣＩＦ＝運賃保険料込価格

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 合計

95,166 124,493 82,856 61,540 89,945 83,521 83,876 51,284 67,305 96,595 108,533 71,743 1,016,857

119,753 52,979 92,265 69,639 115,800 69,421 69,260 65,669 100,608 84,129 104,112 50,714 994,349

126% 43% 111% 113% 129% 83% 83% 128% 149% 87% 96% 71% 98%

533 741 646 647 677 608 693 592 683 701 622 722

25,935 44,398 44,721 25,595 26,137 44,680 44,270 44,472 26,086 62,751 62,732 25,922 477,699

25,775 48,398 44,177 26,084 51,428 44,596 45,068 25,138 44,520 69,841 44,220 32,923 502,168

99% 109% 99% 102% 197% 100% 102% 57% 171% 111% 70% 127% 105%

331 332 339 359 372 383 391 392 409 421 426 396

601,811 330,470 827,155 627,266 495,311 661,885 484,401 433,798 647,178 406,482 408,923 527,320 6,452,000

477,033 360,043 191,312 249,014 200,824 275,006 321,970 328,547 381,863 295,163 261,706 336,339 3,678,820

79% 109% 23% 40% 41% 42% 66% 76% 59% 73% 64% 64% 57%

525 553 620 785 797 649 666 524 640 643 694 550

0 0 0 3,072 4,358 4,842 0 7,978 4,563 0 0 0 24,813

6,297 0 0 9,093 10,324 8,915 4,435 7,978 8,826 8,098 1,288 1,407 66,661

561 619 633 713 672 1,251 804 845 692 923

722,912 499,361 954,732 717,473 615,751 794,928 612,547 537,532 745,132 565,828 580,188 624,985 7,971,369

628,858 461,420 327,754 353,830 378,376 397,938 440,733 427,332 535,817 457,231 411,326 421,383 5,241,998

87% 92% 34% 49% 61% 50% 72% 79% 72% 81% 71% 67% 66%

519 552 589 722 698 613 642 540 632 623 647 560

米菓の輸入実績



全国米菓工業組合



タ

　

イ

令和3年  数量ｋg

令和4年  数量ｋg

対前年同期比

対前年同期比

単価　円

そ

の

他

令和3年  数量ｋg

令和4年  数量ｋg

対前年同期比

単価　円

単価　円

令和4年  数量ｋg

総

輸

入

数

量

令和3年  数量ｋg

単価　円

対前年同期比

単価　円

中

　

国

令和3年  数量ｋg

対前年同期比

令和4年  数量ｋg

台

　

湾

令和3年  数量ｋg

令和4年  数量ｋg
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（別 紙）

役員選出

県組合

令和５年度補選 監事

北 海 道 阿部悦夫（北海道米菓工協）

岩 手 常任理事 佐藤庄一(㈱水沢米菓）

山 形 奥山康博(蔵王米菓㈱）

茨 城 風見義孝（風見米菓㈱） 藤川　聡（吾作堂㈱）

栃 木 会計理事 膝附武男（ひざつき製菓㈱）

渡辺亮介

(㈲米菓工房 和)

埼 玉 常任理事 新井和佳（新井製菓㈱）

副理事長 大砂信行(㈱天乃屋）

常任理事 木村秀雄（王様製菓㈱）

理事長 栗山敏昭（㈱栗山米菓）

副理事長 星野一郎（越後製菓㈱）

田中通泰（亀田製菓㈱）

富 山 常任理事 川合誠一(日の出屋製菓産業㈱)

石 川 髙﨑憲二（北陸製菓㈱）

福 井 吉村文雄（㈱吉村甘露堂）

岐 阜 栗本森義（㈱福あられ本舗）

愛 知 渡邉　肇（菊一あられ㈱）

名 古 屋 副理事長 新美範恭（竹新製菓㈱）

京 都 鳴海健治（㈱鳴海屋）

大 阪 副理事長 遠藤純民（ぼんち㈱）

兵 庫 植垣清貴（植垣米菓㈱）

奈 良 石井勝則（㈱石井製菓）

岡 山 －

広 島 山本浩矢（㈱山本屋）

香 川 高尾光信（㈲高尾商店）

福 岡 森田長吉（㈱森田あられ） 森田恵子（㈱森田あられ）

員 外 専務理事 髙木幸夫（全国米菓工組） 飯島　正（全国米菓工組）

合 計

2 25

令和５年度役員(案）

（敬称略）

令和４・５年度役員　

東　　京

小林正典

(㈱東あられ本鋪)

新　　潟
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【

31,691,000

】

一覧表のとおり

【

6,000,000

】 旧自主流通もち米

5,500

t

＠ 250

¥1,375,000

加 工 用 米

6,250

t

＠ 500

¥3,125,000

外 国 産 米

3,000

t

＠ 500

¥1,500,000

加工貿易もち米 t

＠ 500

計

¥6,000,000

【

5,500,000

】

【

3,000

】

【

950,000

】

【

2,828,000

】

令和５年度　収支予算 (案）

      令和 ５ 年 ４月 １ 日から

      令和 ６ 年 ３月３１日まで (単位：円）

収            入            の            部

科         目 金        額 摘            要

賦 課 金 収 入



受 入 手 数 料



退職引当金取崩し



合         計



仮受賦課金戻入

受 取 利 息

雑 収 入

46,972,000


image15.emf
【

13,885,000

】

2,000,000

3,000,000

3,000,000

500,000

2,500,000

450,000

800,000

1,600,000

35,000

【

33,087,000

】

7,800,000

10,096,000

2,800,000

1,200,000

1,000,000

720,000

570,000

87,000

750,000

244,000

100,000

2,112,000

300,000

1,600,000

10,000

830,000

40,000

2,828,000

菓子博準備金

(単位：円）

支            出            の            部

科         目 金        額 摘            要

Ⅰ 指 導 事 業 費

指導事業対策費

指 導 事 業 費



需要喚起事業(WWD)



教育情報事業費

輸出拡大事業費

原料確保事業費

３委員会活動費



広 告 宣 伝 費



Ⅱ 一 般 管 理 費



役 員 報 酬

給 料 手 当

法 定 福 利 費

福 利 厚 生 費

支 払 手 数 料

旅 費 交 通 費

通 信 費

図 書 費

印 刷 費



消 耗 品 費



慶 弔 費



地 代 家 賃

水 道 光 熱 費

リ ー ス 料

租 税 公 課



関係団体負担金

雑 費

退 職 金



合         計

46,972,000


image16.emf
（参考資料）

（単位：円）

収　入

５年度予算額

A

４年度予算額

B

差引増減

（A-B)

備　　考

賦課金 31,691,000 35,229,000 △ 3,538,000 自主申告額

仮受賦課金戻入 5,500,000 0 5,500,000 ４年度決算額受入れ

受入手数料 6,000,000 5,500,000 500,000

受取利息 3,000 3,000 0

雑収入 950,000 1,000,000 △ 50,000

退職引当金取崩し 2,828,000 0 2,828,000

計 46,972,000 41,732,000 5,240,000

支　出

５年度予算額

A

４年度予算額

B

差引増減

（A-B)

備　　考

【指導事業費】 【 13,885,000】【 12,535,000】【 1,350,000】

指導事業対策費 2,000,000 2,000,000 0

指導事業費 3,000,000 3,000,000 0

需要喚起事業（WWD）

3,000,000 3,000,000 0

菓子博準備金 500,000 0 500,000

教育情報事業 2,500,000 2,000,000 500,000

輸出拡大事業 450,000 300,000 150,000

原料確保事業 800,000 700,000 100,000

3委員会活動費 1,600,000 1,500,000 100,000

広告宣伝費 35,000 35,000 0

【一般管理費】 【 33,087,000】【 29,197,000】【 3,890,000】

役員報酬 7,800,000 7,800,000 0

給料手当 10,096,000 10,096,000 0

法定福利費 2,800,000 2,100,000 700,000 新事務局長社会保険料増加

福利厚生費 1,200,000 1,200,000 0

支払手数料 1,000,000 900,000 100,000

旅費交通費 720,000 650,000 70,000

通信費 570,000 550,000 20,000

図書費 87,000 87,000 0

印刷費 750,000 700,000 50,000

消耗品費 244,000 200,000 44,000

慶弔費 100,000 100,000 0

地代家賃 2,112,000 2,112,000 0

水道光熱費 300,000 255,000 45,000

リース料 1,600,000 1,577,000 23,000

租税公課 10,000 10,000 0

関係団体負担金 830,000 830,000 0

雑費　 40,000 30,000 10,000

退職金 2,828,000 0 2,828,000 髙木専務退職引当金見合額

減価償却費

法人税充当額

当期利益 【 0】【 0】【 0】

合　　計 46,972,000 41,732,000 5,240,000

令和５年度予算案(４年度予算対比)
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（単位：円）

ＮＯ． 各　県　米　名 組合員数 賦課金

1北海道米菓工業（協） 10 50,000

2青森県米菓（協） 4 25,000

3岩手県米菓工業（協） 5 77,000

4宮城県支部 2 32,000

5秋田県支部 2 216,000

6山形県米菓工業（協） 8 338,000

7福島県米菓（協） 5 25,000

8茨城県米菓工業（協） 20 519,000

9栃木県米菓（協） 16 1,434,000

10群馬県支部 3 94,000

11埼玉県米菓工業（協） 25 919,000

12千葉県支部 9 72,000

13東京都米菓工業（協） 47 1,786,000

14神奈川県支部 5 68,000

15新潟県米菓工業（協） 14 18,824,000

16富山県米菓工業（協） 4 846,000

17石川県米菓工業（協） 5 113,000

18福井県米菓工業（協） 4 111,000

19岐阜県米菓工業（協） 10 374,000

20静岡県支部 5 25,000

21愛知県米菓工業（協） 8 160,000

22名古屋あられ（協） 3 89,000

23滋賀県米菓工業（協） 4 38,000

24京都米菓工業（協） 16 541,000

25大阪府米菓（協） 11 1,173,000

26浪花支部 8 443,000

27兵庫県米菓工業（協） 6 79,000

28奈良県米菓製造（協） 5 181,000

29和歌山県支部 1 10,000

30岡山県支部 3 67,000

31広島県米菓（協） 10 50,000

32香川県米菓工業（協） 7 35,000

33愛媛県支部 1 49,000

34福岡県米菓（協） 3 2,752,000

35熊本県支部 1 76,000

合　　　　計 290 31,691,000

令和5年度賦課金一覧表（令和5年4月1日現在）
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Ⅰ

【

172,332,414

】

（ 1 ）現 金 手 許 在 高

479,979

（ 2 ）預 金

171,852,435

当 座 預 金

みずほ銀行・上野支店

53,406

普 通 預 金

みずほ銀行・上野支店

17,268,353

みずほ銀行・上野支店

（ 輸 出 部 ）

18,058,536

みずほ銀行・上野支店

（ 生 命 共 済 口 ）

30,379,310

振 替 貯 金 入 谷 郵 便 局

6,092,830

定 期 預 金

みずほ銀行・上野支店

100,000,000

計

171,852,435

Ⅱ

【

125,003

】

（ 1 ）有 形 固 定 資 産

3

備 品 机、椅子、備品

3

（ 2 ）その他の固定資産

125,000

関 係 先 出 資 金

東京都火災共済協同組合

5,000

保 証 金

全国穀類工業協同組合

120,000

172,457,417

流 動 資 産

固 定 資 産

資         産         合         計

財     産     目     録

令和５年３月３１日 (単位：円）

資            産            の            部

摘                                要 金       額


image2.emf
Ⅰ

【

99,134,030

】

（ 1 ）預 り 金

93,259,330

自主管理費積立金他

93,047,706

脱退組合員出資金

30,000

職員給与分源泉所得税

181,624

（ 2 ）仮 受 賦 課 金 5,500,000

5,500,000

（ 3 ）法人税等引当金

374,700 374,700

Ⅱ　

【

2,828,000

】

（ 1 ）退職給付引当金

2,828,000 2,828,000

101,962,030

70,495,387

負         債         合         計

差    引    正     味     財     産

負            債            の            部

摘                                要 金       額

流 動 負 債

固 定 負 債



(単位：円）


